
| 共通組み立て説明書 

広注意
お買い上げのお客様へ必ずお読みください。 

e.tJlさな部品があります』口の中には絶苅!こ入れないでください。窒，曹などの危践が
あります。

・誤飲の危険がありますので、 3干未満のお子僚には絶河に与えないでください。 

.部品 1<1:きれいに切り取り、切り取った後のクズは信ててください。

・マグ平ットカブラー(連結器の 8ßõ5)は磁石を使用していますので、テレビ・時計
パソコンなどに近づけないでください。磁気で機能異常が起こる揚合があります。

く使用上の注意〉
・取り付け部在無理な方向に曲げだり引っ張つだりしないでください。 

e 8ßBõの中には、やむをえず、とかった部分がありますので、 気をつけて組み立てて
ください。

・剖昆の加工の際の刃物、 工具などのご使用にあたっては、それぞれの取り扱い説明書
をよく読んで正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道模型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取り i&い説明書
をよく読んで正しく使用してください。

《お買い上げのお客様へ》 不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

パンタイ宙客機相談センター
(東日本)柏市豊四季 24 1 -22 ..277-8511 804・ 7146-0371
(西日本)大阪市北区豊崎 4-12-3 刑31 凹 72 806-6375 ・ 5050 

.電話受付時間月~金曜日(祝日を除く )10時- 16時 

.電話番号はよく確かめてお間違いのないようご注意ください。
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〈台車の完成〉回
*前後・ 2組の台車を


台車 それぞれ組立てます。
 

.w|  

固動力ユニットの取り付け ( Nゲージの線路上を走行させることができます。)

・電車・気動車への動力ユニットの取り付け目

[ 

通勤電車申コイルパネ台車タイプ

鰻霊場DT33タイプ
103系など

急行電車 Q)空気パネ台車タイプ

165系 

485系伝ど
母簡草野一イプ 

-機関車への動力ユニットの取り付け 
通勤電車骨ポルスタレス台車タイプ

*KATO製「ポケットライン用動力ユニット』を使用します。
万五IT互主孟プ士E恥 DT61 タイプ 

二のとき、スカートは外してシャーシと交検・装着します。 I \\I!I!広明""聞;w:l }J J E231 系など

|品番11 ・ 1ω| ポケッ ト ライン用動力ユニット | 

本	 1 ト 1UJI耳、購入時に I;J:刀ブラーポケットの肉側にストッパー(プラ小片)が入っていますので、

必ずストッパーを取り外してから装着してください。

圃パンタグラフの交倹
*お好みのNゲージ用パン骨グラフを別途お買い求めのよ、交換してください。

品番11 -401 PS14: 直流パンタグラフ
品番11-403 PS22 : 直流下枠交差形パンヲグラフ
品番11 -404 ， 11 ・ 420 PS16 : 直流パンl'ゲラフ ' 11-4201ま屋根穴が 4個の

*ピン圧入方式の各種パンヲゲラフを取り付けられます。 
屋根に対応します。

$各種の交自陣パ申ツについては、候温様車11&.ホピーショップなどでお貰い求め〈ださい.
*トレーラー歯車，パン脅ダラフなどの3laパーツは、メーカー.儀式によって取り付けが
値い{緩い}ものもあり曹すので.ζの宿舎はそれぞれ銅盤のうえ取り付けて〈ださい.

(ステッカーの貼付け位置〉

*台紙から切り緩いて


貼ってください。


{刃物のお取り級いに


はご注意ください。 }
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固く台車レリーフの取付hレリフの献注意出ださい

曹間語 韓国音量

四片唱曲当
*台車レリーフを取付けて、シャーシの完成です。

(シャーシの組立〉

〈台車の組立〉
*前後・ 2組の台車を
それぞれ組立てます。 

(上下を逆さまにして組立てると楽です。)

本説明イラストは上下逆にしています。 

E謹盤幽
*先頭草の前側には、ずミーカブラーを使用します。 

力プラ |ドロ -J\-
(連結は出来ません。) I(2両を固定連結する
*イラストは上下逆です。 | 場合に使用します。)

事調品241 )



(車体の組立て)

①左右
きゅう

のガラスの前後に
ぜんご

ブロックを けます
s , 。取り付

とつ

じ出ず	 む Hうい 

*ブロックの上下の向きに注意して、パチンと奥まではめ込んで

ください。

②屋根
やね

を取り
k 

付
つ

けます。
 

(1~ンヲ付きの車両はパンヲグラフを取り付けます。)

そ〈めん

③左右
さゅう

の側面を取り
と

付け
つ

ます。
つま同	 とつぶ

彬妻板の凸部をきちんとはめ込んでください。
・たい

④シャーシのつめに合わせて車体をかぶせます。

⑤前面を取り付けて完成です。

品、

*取
と

り付
う

け部
か

が固い場合があります。 その にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。 

場合
ほめい

,- -(正面について〉一一一一一一一一ーコ
---一一二二孟ご一一~\ ---一一二二二ご一ー~\ g 

ウモヤ 145

ヴモヤ 143 匝邑
*取説に記載されている車両は、バリエーシヨン肉の	 部です。
 

E面パーツ I 屋根，;ーツなどは、車種・塗装によってセットされて

いるパーツが異なりますのでご注意ください。
 し~ 
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1976年から 1980年までに 21 両が製造された直流牽引車。
それまでの牽引車のほとんどが、種車からの改造によって製造されたものでしたが、クモヤ 143形は新製による車両です。
発電ブレーキ、抑速ブレーキを備えています。台車形式は DT-21C。
首都圏の ATCに対応しているのが特徴で、そのため全車ともJR東日本の首都圏周辺にある車両基地に配置されています。
特に山手線を受け持つ山手電車区(現・東京総合車両センター)には7両が配置され、機内の入れ替えや入出場車の牽引に

使われるほかに、マヤ 34拘束軌道検測車による首都圏区間内の検測時牽引にも活躍していました。
また、国府津区や松戸区など最寄り駅から離れて位置する車両基地では、職員を最寄り駅から輸送するのにも使用されて
います。

なお、クモヤ 143-51 ，52の 2両 lま、クモニ 143形からの改造車(車体は元のまま)のため、一般のクモヤ 143とは車体形状
が異なります。 またATCにも対応していません。

クモヤ 143 配置一覧 (1979年頃) 

143-1 北ウラ -5 千マリ -9 南シナ 

2 南カマ -6 北イケ 一 1 0 南フナ
 

-3 干ツヌ 一 7 北モセ 一 1 1 北マト


一=-4-一子マリ 8 -蒜~ 一一ユー2 ~仁マト ー
 

(2003年頃) 

143	-1 宮ウラ -6 横クラ -10 千マリ -1 4 東ヤテ -1 8 東ヤテ
 

-2 横クラ 一 7 千ラシ -1 1 宮ハエ -1 5 東ヤテ -1 9 干マリ
 

-4 横コツ -8 東ヤテ -1 2 東マト -1 6 東ヤテ -20 東マト
 

-5 横クラ -9 東ヤテ -1 3 千ラシ -1 7 東チタ -21 東チタ
 

(2007 年) 

1 43-1 宮ウラ -6 犠クラ -1 0 横コツ -1 4 東トウ -20 東マト
 

-2 横クラ 一 7 検コツ -1 1 宮ハエ -1 5 東トウ -21 東チタ
 

-4 横コツ -8 東トウ 一 1 2 東マト -1 6 東トウ
 

-5 検クラ -9 東トウ 1 3 千マリ -1 9 干マリ


*牽引車動力を持たない車両や中間電動車などの移動や試運転の場合には自走ができないので、牽引車を連結して運転を行います。


工場や電車区の中での修理中の車両などの移動にも使用されます。


また、一部の工場や電車区では、最寄の駅からの職員輸送に使われているところもあります。




•••• 車体書号
昼
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